
【１月の生活目標】 新たな気持ちをもって，学校生活を送ろう。 【１月の保健目標】 冬にかかりやすい病気を予防しよう。 【１月の給食目標】 感謝して食べよう。

※ 年末年始は交通事故の多い時期です。交通安全に十分気を付け，楽しいお正月を迎えましょう。
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以前勤めていた学校のある校長は，「毎年，大晦日の夕方は吹上浜に出掛ける。」と言

われていました。何をしに行くかと言いますと，「その年を振り返り，一年を大過なく過

ごせたことに感謝して，その一年の最後の夕日に手を合わせるため」とのこと。

元旦の日の出は「ご来光」と言って，新年の歳神様が光り現れると信じられ，それを

「初日の出」と称して尊び，その一年がよき年であることを祈るという習慣があります。

これは，“新年”や“朝日”という「陽の気」を尊ぶことにより，偉大な力が授かると信

じてきたことに由来します。一方，“大晦日”や“夕日”などは「陰の気」であり，日没

は沈む，没する，別れなどに重なるからでしょうか，そうした習慣はないようです。

しかし，夕日を拝む，拝まないは別として，一年の終わりという節目で，その一年を

振り返り，新たな年への希望や目標をもつことは，人間の成長の上で大切です。特に，

成長の途上にある子ども達にとって，自らの成長を実感することは自信となり，更なる

努力の意欲の源となります。例えば，

・ 挨拶ができるようになった。 ・ 長縄ができるようになった。

・ 算数のテストで，60 点が 70 点になった。 ・ 持久走大会で完走した。

・ 車から降りて，歩いて登校するようになった。 ・ 一日も休まなかった。

・ 顔を水につけられるようになった。 ・ 忘れ物をしないようになった。

など，子ども達の顔を思い浮かべながら思い付くまま

に羅列しても，以上のような成長が次々に浮かんでき

ます（子ども達の成長は，24 日にお渡しする通知表「の

びゆくすがた」に記載されています）。これらの他，家

庭生活でも，「一人で起きることができるようになった。」「兄弟姉妹

に優しくなった。」などなど，この一年間で大なり小なり，まだまだ

たくさんの成長があったことと思います。

「～ができるようになった」という事実も去ることながら，その裏には，「もう少し頑

張ってみよう。」とか，「辛いけど，我慢しよう。」「次は，忘れないぞ。」などなど，弱い

心に打ち克とうする精神面での頑張りや心の成長があったはずです。ぜひ，そのことに

着目して，「ただ何となく」できるようになったのではなく，「頑張ったから，努力した

から」できたのだということを大いに認め，褒めて自覚させてあげてください。そのこ

とで，子ども達は「やればできるんだ。」とか，「やるじゃないか自分。」という有能感や

自己肯定感を味わうことができます。これらの積重ねが，自分の中の弱い心に負けない

で努力しようとする心を一層強くし，少々のことではへこたれない強い心を醸成したり，

次の努力の源になったりするものと思います。そして，新たな年に新たな目標をもたせて

いただき，更に自分を磨こうとする子ども達に育ってほしいと願っています。

磨けば，まだまだ光る子ども達。磨くからこそ，放たれる輝きです。ご多用な年末年始

であることは重々承知していますが，「忙中閑あり」。一年の終わりに，親子で語らうひと

ときをもっていただきますようお願いいたします。
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平成26年土橋校区公民館新年式・新年祝賀会 20 月 学力検査（CRT）実施週間（～1/24）

（9:00～10:30 上土橋公民館） 市学校保健研究協議大会

日置市成人式 （13:30～16:30 市中公）

（11:00～12:30 伊集院文化会館） 家庭教育学級「人権同和教育」

6 月 仕事始め ＰＴＡ授業参観⑤ 学級ＰＴＡ

8 水 始業式・美化活動 放送体験 ５年（8:30～12:40 NHK鹿児島放送局）

貯金日 委員会活動⑥ 巡回図書

第５回評議員会 19:30～ 県ＰＴＡ活動研究委嘱公開

伊集院地域女性大会 （13:00～17:00 日吉老人福祉ｾﾝﾀｰ）

(9:00～11:40 市中公） 27 月 児童朝会 読書旬間（～2/7）

13 月 成人の日 28 火 租税教室③６年

鹿児島学習定着度調査（②国・③理）５年 29 水 郷土カルタ大会③ 代表・保健委員会⑥

第６１回南九州美術展作品応募締切 30 木 クラブ活動⑫

鹿児島学習定着度調査（②社・③算）５年 31 金 仲良し音楽

クラブ活動⑪
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12 月 25 日（水）から，子どもたちが楽しみにしている冬休みが始まります。冬休みは，

地域社会や家族の一員としての自覚を深めるとともに，一年間を振り返り，新しい年に向か

って具体的な目標を立てるよい機会です。今年の冬休みは 13 日間という短い休みですが，

楽しく充実したものにしていきましょう。

○ 休みによる解放感や年末年始の慌ただしさから生活のリズムを乱しやすい時期です。規則正

しい生活を心掛け，冬の寒さに負けない心身の健康を心掛けましょう。

○ 家族の一員としての役割を自覚し，大掃除や正月の準備など，家の仕事を手伝いましょう。

○ 継続的な体力つくり（ｼﾞｬﾝﾋﾟｰ・ﾗﾝﾗﾝ等）に取り組みましょう。

○ 地域や郷土の社会的行事に参加し，体験する活動を通して連帯感・奉仕の精神を培いましょ

う。

○ 安全な道路の歩行，自転車の正しい乗り方を心掛けましょう。また，火遊びは絶対にしない

ようにしましょう。

○ 正月はお年玉等で多額の現金を手にすることが多くなります。この機会に無駄遣いをせず，

貯金をするなど，望ましい金銭感覚を育てましょう。

冬休みの生活について


